
















▼出題意図 

 

□問題１ 

 電気分解におけるファラデーの法則および理想気体の状態方程式とドルトンの分圧法則に関する基本的

な知識を問い、これらを用いた計算能力を試すとともに図の読み方や図を作成する能力も試した。 

 

□問題２ 

 反応速度式と反応速度定数の理解を確認するため，一般化した化学反応の実験データより導くことを試

した。また，気体分子の平衡反応の解離度と平衡定数を求めさせ，また，温度と圧力変化の影響について，

平衡移動の原理から説明できるか試した。 

 

□問題３ 

 身近に利用され地殻中にも多く含まれるアルミニウムをとりあげ，単体や化合物の性状に関する問題と

計算問題を通じて，主に無機化学分野の基礎的事項の理解度，論理力や計算力を評価することを意図した。 

 

□問題４ 

 官能基の種類・数・位置の観点から，有機化合物の酸性・塩基性や反応性，異性体に関する基礎知識を

問うとともに，構造と性質の相関について文章や化学反応式で説明する能力を問うた。 

 

□問題５ 

 問 1 ではタンパク質の基本知識を，問２では日本の文化である日本酒の発酵とエネルギー代謝の基本を

それぞれ問い， 代謝では好気呼吸の高効率性を導かせることを意図した。 

 

□問題６ 

 私たちの身の周りにある合成高分子化合物を原料とする樹脂や繊維を例にとり、高分子化合物に関して

基礎的な知識を身につけているか、また、高分子化合物を合成する反応の量的関係を扱う能力があるかを、

計算問題を通して問うた。 
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